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（論文内容の要旨） 
 
 「映画／行為」という言葉が一体何を指しているのか、ということについてまずは言及しなければな
らないだろう。本論文では、まずは「映画／行為」という言葉を「映画／作品」という言葉（考え方）
と区別する目的で使用する。「映画」が誕生したとされる1895年から数年間（主に本論で取り上げるのは
1895年〜1897年の間の映画群）に撮影されたリュミエール社の映画を詳細に見ていくと、現在の「映画
／作品」という考え方では語ることのできない、もう１つの「映画」の可能性を見出すことができる。
まだ「映画」が一体どんなものなのか、当の制作者たちにも分かっていなかった始まりの時代、その制
作プロセスには様々な次元での「思考／試行」（考えている、試みているという実感が伴っていたかどう
かは問題ではない）があったのだということが、映画の具体的な画面から見て取ることができる。まず
はそのことを、映画の画面を見つめることで存分に感じてみたい。 
 よく指摘されるように、歴史上の映画の発明者たちは、「映画」という発明をそれほど信用していなか
った。リュミエール社の経営者の一人であり、映画の誕生と同等に語られる発明であるシネマトグラフ
という撮影・投影機械における、重要な機構（フィルムを送り出す偏心カム）の発明も行なったルイ・
リュミエールは、自社で雇った撮影・映写技師に対して以下のような忠告をしている。「ご承知のごとく、
私たちがあなたに提供するのは、将来性のある地位ではなく、むしろ大道芸人の職種なのです。それは
半年か一年、あるいはそれ以上続くか、そんなに続かないかもしれません・・・」。彼にとって「映画」
は、それまで流行していた、パノラマ館やディオラマ館、幻燈やエジソンによるキネトスコープパーラ
ーなど、様々な光学的視覚的な装置を用いた体験を売りにした娯楽の中の一つとして、束の間の流行で
その物珍しさは底を尽きると考えられていたようだ。 
 「映画」が、純粋な意味での科学技術でも芸術でもない存在として始まったことを、再度確認しつつ、
そこで試みられたこと、見つめようとしたこと、そこにあった映画の可能性とは一体何だったのか？と
いうことを考えていきたい。現在から見れば、一見すると家族や友人を写したホームムービーや、街角
やある出来事を写したニュース映像の一断片のように見えるかもしれない映画群を、「鑑賞作品としての
映画」として見るのではなく（これも上記のルイ・リュミエールの発言からも分かるとおり、まったく
自明のことではない）、「現実世界への具体的な認知行為そのものとしての映画」として捉え直してみた
い。そしてそこにある映画の存在の仕方の可能性を、もう一度手元に手繰り寄せること、そしてさらに
    
 
は具体的な方法としてもその可能性を展開させることを目指している。その上で、本論文でなされなけ
ればならないことは、主に３つある。 
 
 １つは、「映画は何を見ていたのか」と、「映画」という主語によって、人間と映画カメラの関係性を、
その最初期からもう一度捉え直すことである。映画がどんな存在なのか、何を撮るものなのか、何を撮
る／見ることが面白いのか、ということは当時誰にとっても未知であった訳だが（だからこそ、撮影方
法や題材に関して様々な試みと盗用が起きるのだが）、当たり前のことながらそこには必ず、“動くもの”
か“動き”が存在した。第一章では、初期のリュミエール社の映画を、画面に対する“動くもの”とそ
の“動き”の関係によっていくつかの情景に分類することで、そこに必然的に含まれることになった映
画制作者（カメラのクランクハンドルをまわす人間）の欲求、つまり被写体（物や空間や出来事の場合
もある）の選択や、被写体への働きかけや、カメラをどこに置くのかといった行為１つ１つの中にある、
意識と無意識の表れを嗅ぎ取ることも含め、逆説的に、「制作者が」ではなく「映画が」何を見る（見よ
うとする）ことになったのかを考えていく。 
 
 ２つ目は、映画におけるプリミティブな要素として、“時間を区切る”という行為について、その画面
の始まりと終わりのあり方から、映画が世界の何を見ようとしていたのかと、結果として世界の何を見
ることになっているのか、あるいは、見る／撮ることで世界はどのように立ち上がるのかを考えること
である。映画を撮るという行為を、主に撮影者の視線と、そこに写り込んで来た世界との関係から、も
う一度映画がどんな体感と繋がっていたのかを捉え直すことで、それが人間にとってのどのような世界
認知の可能性を含んだ行為であるのかを考える。このことは第二章で、初期映画に登場する様々な主題
となる対象（空間や時間や対象物や事象）に対して、意識的にも無意識的にも、どのように時間は区切
られたか、あるいは区切ったかという、その“区切られた時間の表象”を詳細に見つめることで、そこ
に写り込む世界という現象に対する、人間の視覚とカメラによる視覚の根本的な差異も含め考えていき
たい。 
 
 ３つ目は、映画における写る側に着目し、映画に写ることそのものと、映画に写った世界を見返すと
いう状況をも、行為として捉え直すことで「映画」という概念を、「行為」として掴み直すことである。
世界のただ中に置かれたカメラが捉えた映像は、必然的に撮影者と被写体の関係や、カメラの後ろ側と
前側の関係、カメラと対象の関係を、切り離し別々の主体として思考することを促す訳だが、しかし同
時に、その撮られた映像を見返すという行為によって、その思考は本来もう一度、人々の現実認識や時
空間把握、さらには人々の思想や世界認識へとフィードバックを与え、翻って現実世界への態度や、カ
メラの前での態度、そこへの感受性をも形成していると考えれば、映画による世界認知と現実感覚の影
響関係を相互作用的に捉え直す必要がある。第三章で試みることは、第一章と第二章において語られた
こと、つまり「映画は一体何を見ることができるのか」という可能性に対し、その後どのように映画制
作者たちがアプローチしたのかということを最低限踏まえつつ、そうではないあり方で、もう一度、我々
は「映画の何を見るのか」「映画で何を見るのか」を考え、判断することである。 
 その上で、「映画」をどのように、世界をより良く見つめるために使うことができるのか、「撮ること
と写ること、そしてそれを見返すこと」という映画制作プロセスに含まれる行為の連関と、「時間を区切
る」という認知方法が生む世界認知のあり方を、「作品」としての映画ではなく、もう１つの「映画／行
為」の可能性として見出すことにある。 
 
 終章においては、第三章で語られた映画の可能性を、今、この日本の、この東京の、あるコミュニテ
ィの中で如何に展開できるかということを、拙作での試みの具体において言及していく。「映画／行為」
    
 
を、ある場所やコミュニティの中に持ち込んで、人と何かを考え・感じていくために使っていくという
ような「映画／行為」の実践へ向けて。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 映画を「鑑賞する作品」と捉えるのではなく、「現実世界への具体的な認知行為」として捉え直すとい
う観点から、博士論文においてリュミエールの作品群の詳細な検討が行われ、見せようとするもの＝見
ようとするものという意識的な撮影行為からこぼれ落ちる綻びを救い出しつつ、「映画／行為」という新
たな概念を創造しようとする試みは、スリリングであると同時に、映画を教育、社会づくりなどに拓い
てゆく可能性を感じさせる視点である。 
 この視点を実践的に問う映像「holidays」においては、自身の友人関係という小さなコミュニティを
題材とし、メンバーの休日を、映画撮影の実践に巻き込んでゆく過程が記録されてゆく。かつて社会的
産業として発展した大衆的スペクタクルに反して、個人映画という営みが試みられ、また演劇における
ブレヒト、あるいはゴダールの異化効果によって社会を考察する芸術的姿勢が実践されたが、ここでは、
極めて個人的な体験に、映画を作る行為を導入することで、不特定多数の共通体験を意識的に構成しよ
うとする映画制度を、生活の実践として取り入れようとする徹底した態度によって可能となる日常的な
行為としての映画が記録、再構成されている。 
 逆説的にこれを一個の映画作品と見なすことも可能であり、再現的な友情関係の物語として鑑賞する
ことも可能であるが、これは無計画に進行していったはずの映像素材を周到に作品として構成する撮影、
編集力の高さに裏付けられているからである。作品はこのパラドックスを生きながらも、行為者が自身
の映画を見ることをも更に映画内にフィードバックさせながら、映画自体が作品であることと、生きる
上での行為であることの間隙を進みはじめる。やがて、映画作品は終わるのであるが、見ることと生き
ることの関係を問う、問いは鑑賞者の中でまた別の現実を生きはじめるだろう。 
 一見、ささやかな実践に見えるこの作品は、映画がその草創期から根本的に孕んでおり、しかし積極
的に検討されては来なかった作者という概念自体をも問い直しながら、映画の可能性をダイナミックに
問い直す可能性に開かれていることにおいて高く評価したい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 川部良太の『映画／行為―リュミエール社の映画をめぐって、映画のもう一つの可能性を考える―』
は、リュミエール社の映画の論考を通じ、自作映画プロジェクト『holidays』を解説するものである。
近代以降の映画が付帯してきた興行成績や芸術性といった価値基準から自由な最初期の映画を考察する
ことで、「作品」としての映画を論じるのではなく、映画の行為性を浮き彫りにすることが試みられてい
る。その方法として、第一にリュミエール社のカメラマン達が好んでレンズを向けた「動くもの」を分
類しているが、このことは、多数の静止画像（写真）の連続によって動きを感じさせる「映画」の性質
を見据えるものであり、人が「動き」を感じる要素を論じることに留まらず、カメラという機械、ある
いは「映画」そのものが「動き」を求めたとする観点は非常に興味深い。さらに、複数の作例における
映画の「時間」―いつ撮り始め、いかなるタイミングによって撮り終えるのか―を、被写体、撮影状況
等の条件から考察し、そこにフィルムという物理的な長さの制約があることを思い出させる。映画の「動
き」と「時間」について考えた上で、第三章では“撮る”、“写る”、“見返す”という行為によってもた
らされる新たな世界認知について論じ、終章の自作解説へとつなぐ内容には充分な説得力がある。発明
期の映画には、制作者達の意識的／無意識的な試みが混在し、それを見返すという経験を重ねていく中
で、撮る者、写される者の両者から次第に映像文法といったものが形作られていった。言い換えるなら
    
 
ば、映画が生まれた当初に、カメラを持つ者、そこに写される者が見せた手探りの振舞いは、現代にお
いては失われてしまった。誰もが写すこと／写されることに慣れており、多くの映画は暗黙の前提にの
っとり上に生み出されている。そうした「作品」としての映画に抗い、リュミエールの言葉にある「現
実世界への具体的な認知行為そのものとしての映画」を取り戻す試みについての、有望で力強い解説論
文となっている。 
 以上の理由から学位授与に値すると考え合格とする。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 川部良太はすでにTOHOシネマ映画祭グランプリや山形国際ドキュメンタリー映画祭選出など多くの映
画祭受賞歴があり、新しいドキュメンタリー映像の開拓者として注目を集めている。その作風も写真や
映画からメディアアートや映像インスタレーションまで横断的で実験的な作品作りを実践し、今後の活
躍を大いに期待されている。 
 博士論文は、映画の発明者であるリュミエール兄弟ら映画の創生期のパイオニアの仕事に立ち戻り、
当時の映画制作者たちが行っていた様々な試みを「映画／行為」という新たなキーワードを設定し捉え
なおそうとするものである。彼らが撮影した映像を詳細に分析解明し、現在の映画の主流である「映画
／作品」というフレームから見過ごされている多くのものを「映画／行為」の所産として取り戻そうと
する。その置き忘れられた映像が内包する細部や身振り、運動や関係を映画の生きた可能性として提示
しようとする論考は手堅い構成と内容で読み応えがある。 
 さらに「生産（労働）でも消費でもない私たちの生の瞬間は可能なのだろうか？それは如何にして？」
という切実なテーマを核とした作品「HOLIDAYS」は、中学時代の同級生たちとの共生の時間を長期に渡
り撮影しながら、「関係を作り出してゆく映画」という視点で、「映画／行為」の可能性を探ってゆく営
為であり、映画への眼差しを刷新する潜在力を秘めた力作となっている。 
 以上の理由から審査委員全員の承認の下に論文・作品を博士号に値すると認める。 
 
